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平
成
二
十
六
年
十
月
の
台
風
第
十
八
・
十
九
号
の
波
浪
に
よ
り
奄
美
大
島
南
東
部
に
位
置
す
る
嘉
徳
海
岸
が
大
き
く
侵
食
さ

れ
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
、
鹿
児
島
県
は
、
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
嘉
徳
海
岸
侵
食
対
策
事
業
（
以
下
「
本
件
事
業
」
と
い

う
。
）
に
着
手
し
た
。 

 

そ
し
て
、
同
年
、
国
土
交
通
大
臣
に
よ
っ
て
、
同
事
業
に
つ
い
て
「
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
」
の
交
付
決
定
が
な
さ
れ

て
い
る
が
、
「
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
交
付
要
綱
」
に
よ
る
と
、
交
付
金
を
受
給
し
て
「
基
幹
事
業
」
で
あ
る
「
海
岸
事

業
」
を
行
う
場
合
、
当
該
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
は
、
「
社
会
資
本
総
合
整
備
計
画
」
の
作
成
と
提
出
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
項
目
に
「
基
幹
事
業
の
費
用
便
益
比
」
を
明
記
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

海
岸
事
業
に
関
し
て
は
、
「
海
岸
事
業
の
費
用
便
益
分
析
指
針
（
改
訂
版
）
」
（
平
成
十
六
年
六
月
、
以
下
「
本
件
費
用
便

益
分
析
指
針
」
と
い
う
。
）
が
策
定
さ
れ
て
お
り
、
海
岸
事
業
の
新
規
事
業
採
択
時
評
価
実
施
要
領
細
目
に
お
い
て
も
、
費
用

対
効
果
分
析
に
つ
い
て
は
、
本
件
費
用
便
益
指
針
に
基
づ
き
算
定
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

と
こ
ろ
が
、
鹿
児
島
県
は
、
本
件
事
業
に
関
し
て
、
本
件
費
用
便
益
分
析
指
針
に
基
づ
き
費
用
便
益
分
析
を
行
っ
た
と
し
て

い
る
と
こ
ろ
、
鹿
児
島
県
が
本
件
事
業
の
費
用
便
益
分
析
の
結
果
と
し
て
引
用
す
る
「
平
成
二
十
八
年
度
嘉
徳
海
岸
侵
食
対
策



 

２ 

 

測
量
設
計
委
託
報
告
書
」
（
別
添
資
料
）
及
び
こ
れ
を
引
用
す
る
鹿
児
島
県
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
重
要
な
部
分
に
つ
い
て
全
く

本
件
指
針
に
基
づ
か
ず
、
根
拠
の
な
い
算
定
結
果
を
導
出
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。 

 

以
上
に
よ
り
、
以
下
の
通
り
質
問
す
る
。 

一 

本
件
費
用
便
益
分
析
指
針
で
は
、
侵
食
対
策
事
業
に
お
い
て
は
、
汀
線
の
変
化
の
把
握
な
ど
を
通
じ
て
、
年
度
別
の
想
定

侵
食
地
域
を
設
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
本
件
事
業
に
お
い
て
は
、
年
度
別
の
想
定
侵
食
地
域
の
分
析
と
こ
れ
に
基

づ
く
想
定
侵
食
範
囲
の
設
定
が
一
切
行
わ
れ
て
い
な
い
。
別
添
資
料
で
も
、
た
だ
唐
突
に
一
定
の
範
囲
が
「
侵
食
」
さ
れ
る

な
ど
と
い
う
検
討
結
果
が
示
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
侵
食
対
策
事
業
に
お
け
る
「
効
果
」
の
把
握
及
び
金

銭
評
価
に
つ
い
て
、
本
件
費
用
便
益
分
析
指
針
に
基
づ
い
た
検
討
及
び
算
定
が
一
切
な
さ
れ
て
い
な
い
。 

 
 

本
件
費
用
便
益
分
析
指
針
で
は
、
当
該
事
業
の
事
業
費
及
び
維
持
管
理
費
を
含
め
た
事
業
に
必
要
な
全
て
の
経
費
を
算
定

す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
維
持
管
理
費
と
は
、
改
良
費
、
運
営
費
及
び
維
持
修
繕
費
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
鹿

児
島
県
は
、
維
持
管
理
費
を
一
切
計
上
す
る
こ
と
な
く
費
用
の
算
出
を
行
っ
て
い
る
。 

 
 

こ
の
よ
う
に
、
本
件
費
用
便
益
分
析
指
針
に
基
づ
く
検
討
を
行
わ
な
い
ま
ま
、
鹿
児
島
県
は
、
本
件
事
業
に
つ
い
て
費
用

対
効
果
が
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
」
の
交
付
を
受
け
た
海
岸
事
業
の
費



 

３ 

 

用
便
益
分
析
の
手
法
及
び
評
価
と
し
て
妥
当
な
も
の
な
の
か
政
府
と
し
て
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

二 
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
交
付
要
綱
に
よ
れ
ば
、
社
会
資
本
整
備
計
画
（
基
幹
事
業
に
係
る
費
用
便
益
比
を
含
む
）
に

つ
い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
て
提
出
さ
れ
、
国
土
交
通
大
臣
は
、
当
該
計
画
の
内
容
を
確
認
し
、
受
理
す
る
も
の
と

さ
れ
て
い
る
。 

 
 

本
件
事
業
に
関
し
て
は
、
前
記
の
通
り
本
件
費
用
便
益
指
針
に
基
づ
か
な
い
費
用
対
効
果
の
算
定
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
算
定
結
果
を
前
提
に
交
付
金
の
交
付
申
請
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
交
付
要
綱
に
基

づ
く
交
付
金
申
請
と
し
て
著
し
く
不
適
切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
 

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
交
付
要
綱
に
よ
れ
ば
、
国
土
交
通
大
臣
は
、
都
道
府
県
に
対
し
、
交
付
対
象
事
業
に
つ
き
、

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
の
適
正
な
執
行
を
図
る
観
点
か
ら
監
督
上
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
交
付
対
象
事
業
を
検
査

し
、
そ
の
結
果
違
反
の
事
実
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
違
反
を
是
正
す
る
た
め
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
必
要
な
措

置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

政
府
は
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
交
付
要
綱
に
よ
り
、
鹿
児
島
県
の
嘉
徳
海
岸
浸
食
対
策
事
業
の
検
査
を
行
う
べ
き

と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
求
め
る
。 



 

４ 

 

 
 

前
記
一
に
つ
い
て
、
鹿
児
島
県
の
手
法
及
び
評
価
が
妥
当
性
を
欠
く
と
き
、
上
記
事
実
を
前
提
と
す
れ
ば
、
国
土
交
通
省

（
国
土
交
通
大
臣
）
と
し
て
は
、
鹿
児
島
県
に
相
応
の
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
対
応
方
針
を
明
ら
か
に

さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


